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ぬ管拡張薬は莱櫓臆息管系の拡張をこよを緒言磯後免荷を軽

減させ心塵能を改善させる那智で使用される,

今回繋演者等は審症例を合併した胃癌嵐番の腎藤堂摘

離断U)際に未櫓血管抵抗の軽減と心轍能の改善を即ちに

血管拡張薬とLて蓬3㍍濫三且を梗)青汁芦ほぼ良好な経過を

得られたので報喜する砂

使用経験
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心疾患愚老だ)非心臓手術において㌘㍍琵息を使用した血
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∴

心電図ヒST.T成分に慮血性変化を見ることはなく9

著明な頻脈摺り威厳の減少鮎なく低血圧を維持できた｡

遷戦Eiは末的敵管拡張作用だけでなく冠血流や心拍出

盛叡経絡することが報告されている.また痕iき"flu)下級は

マイルドであり心疾患愚老に驚いても安全に使用できる

と考え訂っれた｡

特 別 講 演

脳死の臨床

7川)

鎧)心機麻酔略の ㌘鎧鋸 による血管拡張療法
..､､軒lミ

主に抵抗配管のみを拡張させるような首3㍍E且に鳥二る

敵贋拡張療法はぎ遅流性とブ)弁疾患や虚血性心疾患では緩
飽関を減感弓さ怯 心拍出星二を増加させるサそこでP673書式i

をこよる血管拡張療法を虚血鯨L威儀慮者愛たは逆流牧野

疾患患者の麻酔舶こ行い,その効果を検索を豆二号心拍差蓋う

農は鼠依存的に増加を示し,体血管抵抗は減少し/た砂L

かしき心拍数は,孝3意な変化を示さなか->た｡肺血管抵

抗は減少したが,体戯管抵抗Uう減〆擁烹ど太きくはなか--J

∴ I-(汁:1言付侶1:(;;三言丹∵昌_再 ′●･jJ-巨ヒ凋机上､

血流は経絡すると言われ管轄に心不全時の臓器ttrと洗維持

にと-｢:,ては歯周と考えられた｡また,静脈糸の拡張薬で

は前負荷を減少し,心拍の増加を招きやすいが9この点

で㌘㍍監且は前免荷を減少させることなく予心拍数を変

えないため心筋虚血の患者での使メ柳沼才働と考えられる｡
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